










































































































































































































































































































































































































































































































































































識されていたわけではな った。確かに永楽元年九月 鎮遠侯顧成が上奏し ように、当時の明朝にとっ 西南の少数民族や東南の倭寇に比較すれば、北方のモンゴル残存勢力は最も警戒すべき対象ではあった。しかし、この上奏を承けて永楽帝が近侍の臣 語ったように、皇帝自ら親征
べきほどの脅威とは認識されてい かったのである。むし
( )6































も超える地位 獲得しようとし ためであった。従って、北京遷都は永楽帝が自らの歴史的地位を肯定し、簒奪によって獲得した政権を合法化しようとする最も重 工作 結論づけた。
朱鴻の研究で第一に注目されるのは、永楽帝が幼少（洪武二十四、五年）のころから癲癇症状をもち、その後もし
ばしば発作に悩まされ、晩年（永楽十三、四年以降）に症状が一層激化した とを始めて明らかにした点である。確かに、永楽帝の常軌を逸 行為や気宇壮大な事業の数々を理解するうえで首肯できる点も多い。しか ながら、永楽時代の政治を理解するにあたって、帝個人の心理や性格のみ 前面に打ち出 ているのは、些か一面的にすぎると言わざるをえない。もちろん、遷都は帝自身のイニシアティヴ るものではあるが、さまざまなインフラストラクチャーの整備 含む遷都という巨大プロジェクトが紆余曲折を伴いながら 社会に受け入れられていく過程や 初の時代状況に対する考察も不可欠であろう。
第二に、北京遷都の結果、永楽帝の「安民の理想」が破壊
されたとして、多くの論者とは対照的に遷都の意義を否




















ば、①太祖洪武帝は「鳳陽体制」を以て中国全土を統一したが、統一後は内政面で鳳陽体制の限界を知って、「華南体制」に切り変えて飛躍発展した。南京に都を置いた華南体制では 華北の軍事とこれに もなう政治・経済政策に限界があった。また、靖難の役 主な原因は、洪武帝の築
いた華南体制にもとづく科挙出身の新官僚群とそのブレイ



















の位置を選択することは、一種の政治制度を建立することである。首都は、フロンティア・コントロール、軍事統帥権の掌握、財源コントロールという三つの機能 もつほかに、ある種のイデオロギーや文化形態を表現しており、政権の合法性を強め、さらに社会組織に有効に介入しその地位を強化 。②首都の設置に際して 、王朝 地理的形
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程に対する生成論的考察が不十分なまま 終わっ いる。とくに、考察 対象が元末・洪武年間から洪煕年間まで（一三五五～一四二五年） 限定されている点 問題で、
遷都直後に発生した三殿焼失後の北京の地位の動揺の大き





































































して、外国銀の流入とならんで北京遷都の結果漸く一致 ようとしていた政治と経済との重心が再び分離した点に注目している（ 内的契機）。北京遷都は、専制国家形態のも らす当然の結果として、宮廷と官僚と軍隊という大量の消費人口を北京を中心とする中国 北隅に集中すること
になり、生産地と消費地の分離が生じた。これは、太祖洪












































って「大元ウルス」のパターンを引き継 中 本土にとどまらない中華統一王朝をはじめて形成 た点を強調している（記憶としての「モンゴル・システム」）。また北
京遷都に関説して、宮崎と同様に、永楽帝が「後ろ向き」
( )38















































































































た。これは、康煕帝自身の言葉として「後世をし 考拠する ころ有 しむ」とその目的を述べている うに、歴史
( )55










隆年間にいったん正史としての『明史』が成立すると、これ 史書は一括して「野史」と貶められることにな 。しかしながら、こ らの「野史」も、清朝によって「勝朝」 歴史が確定さ る以前の同時代史的評価を語るものとして利用できる余地が残されている。
地方志の類について言えば、出版活動の盛行していた江南
に比べて、華北の出版件数は実に寥々たるものではある
















































































かなり少ないことが判る。従来、北京遷都の過程に関する実態が十分に解明され こなかったのも、こうした『太宗実録』の史料的不備に一因があったと考えられ 。こ ため、簡略にすぎる『太宗実録』の内容は、遷都をめぐるさ
( )66
まざまな不協和音を隠蔽するために、 営建 関する記事が意図的に制限されたのでないかという疑いさえ生じせるほどである。し しここでは、 くにかかる『太宗
録』の史料的不備は、実は遷都という困難なプロジェクト
自体にも起因していたという視点から検討をくわえたい。そもそも遷都の困難さは、永楽帝が靖難の役後 両京体制を創始してから遷都の断行に至るまで二○ 近い歳月を要したことに 示されている。この期間は、永楽帝の在位期間の大部分に相当する。この間、帝は三度北京に巡幸し
うちは二度モンゴル親征にも出かけ いる。皇帝が首都南




















































































































し北京巡幸時と同様に「監国」を命じている。と いえ、遷都後 は、親征の際のみならず平時 おいても、内政を
( )89















































































































































































篇』（国立編訳館、一九九一年） 収録 二九二頁。国立台湾師範大学歴史研究所専刊一七 八 ○二・二四八頁
( )11








































































































































































































が近世ととらえた宋代以降 社会は マルクス主義歴史学の影響を受けて 生産関係 しての地主＝佃戸関係を重視する立場か 、「中世封建制（農奴制）」の社会と位置づけられ 。これに対し 湖南 学問を継承した宮崎市定氏は、「東洋的近世」（『宮崎市定全集』２巻、岩
波書店、一九九二年。初出一九五○年）の中で、統一、







退するとともに、中国社会の固有な構造 重視する立場から、ヨーロッパモデルを非ヨーロッパ社会に適用しようとする古代、中世 近代の三区分法的把握も、その意義を急速に喪失することになっ 。
そして近年、近世概念は、一国史的拘束から解き放されて
、あらためてユーラシア規模での一体化や東アジア
世界における時代の共時性を示すものとして用いられるようになった。例えば 杉山正明氏は、「近世」とは明言していないものの、一三・一四 紀に人類史上で最大の版図を実現し モンゴルによる大統合 着目しながら、ユーラシアと北アフリカはモンゴル時代を通して、「中世」 残滓 ふりはらい、「ポスト・モンゴル時代」とでもいうべき時期をへた えで、「近代」へと徐々に移り
変わったとした。いわゆる西欧の「大航海時代」も、



























時代」におけるそれぞれの地域での独自の歩み、その結果として生じた激動のありように 注意を向けたいからである。これは、中世から近代への移行期を積極的に位置づけよう する立場に立つもので、近世社会の固有の特徴として、統一化 集権化、商業化、世俗化などを挙げることができる。こうした東アジア世界における共時性の中におい こそ、近世中国における首都北京成立の特質も浮かび上がる のと考える。
なお、中国の都の東西移動から南北移動への変化に注目した研究として、閻崇年氏の「中国都城遷移的大十字













































































































陳敬宗至南京起取文淵閣所古今書籍、自一部至百部以上、各取 部北上。皇太子乃遣修撰陳循如數齎送、其餘封貯本閣〔割註、 詹事府志〕」とある。これに依れば、十七年の段階ですでに準備が始まっていたことになるが、「十九年」の誤りであろう。なお、典拠として明示さ ている『南京詹事府志』は、明の邵點が纂修したもので全二十巻。北京図書館所蔵の善本は、一巻から三巻までの残欠本であり、これには上記引用部分は載せておらず、逸文である。それから二日後に起きた三殿火災とその後の首都北京の地位をめぐる動揺については、本書第五章
南京還都
( )79
参照。陳循もまた勅を奉じて 言した一人であったが 罹災の理由を北京建設 よる民力の消耗にあるとした彼の上奏は、的確なる指摘のゆえにひとり処分を免れたという。翰林院編修林誌は、永楽十年南京で行われた科挙 榜眼（第二位）でかつ会試 会元（首席）でもあった。李貞
( )80




永楽十二年十一月甲寅 及び巻一八六、 五 三月乙未の条。『明太宗実録』巻二○一、永楽十六年六月乙酉 「詔纂修天下郡縣志書。命行在戸部尚書夏原吉・翰林院學士兼
( )82
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○、永楽二十二年四月戊申 「以親征胡寇、命皇太子告天地・宗廟・社稷（中略）、命皇太子監國。」『明仁宗実録』巻 中、永楽二十 年九月乙酉にも 「誅
光禄寺寺丞蕭成、罷光禄寺卿井泉爲民。（中略）。蓋、
( )90
上在東宮、永樂十八年、初至自南京。（中略）太宗皇帝時有疾 或竟月不一臨外朝 蓋終未知。」とあり 病気のため月に一度も朝政に臨まないことがあったこと 言及し
ている。こうした状況は、系統を異にする『李朝実録』








































政治を継承した側面を認めながらも、モンゴル親征や安南平定など対外積極策に示されるように中国を中心とする「東亜共同体」の通商ブロック形成を意図していたとして、むしろ元朝へ 回帰性がみら 点に注目した。また永楽帝の政治にみられるクビライの後継者 しての側面をも指摘してい 。
その後、檀上寛氏は洪武帝が晩年に至るまで「北方遷都」を計画していたという興味深い視点から、宮崎氏の見解























北京遷都が洪武帝の北方 を継承したものとすれば、遷都計画の顛末も実録中に大きく取り上げて れてもよいはずである 、事実はそうなってはいない。このこ は、晩年 北方遷都計画と呼ばれる のが、実録編纂当時において永楽帝が行なわんとしていた北京遷都を正当化するもの は考えられていなかっ 示すように思われる。
本章では、とくに洪武帝が晩年に至るまで北方遷都を企て
ていたことを示すと従来理解されてきた洪武二十四年の












に永楽朝が「基本的には洪武朝の方針を継承発展 もの」（檀上著書四○頁） 理解する重要な理由として北京遷都を挙げ、「この遷都こそ朱元璋の意志を真に継承したもの」であるとした であった。こうした理解の前提にある
( )7















































































































































































































































































































































官庁が皇城 南側に左右に分か て並列することに った。さらに大内金水橋や端門・承天門楼や長安東西二門が建設され、皇城としての威厳 一層の充実が図られた。二十七年八月に 京都酒楼（ 楼）が増築され、十月には翰林院・詹事府・通政使司、錦衣・旗手二衛の改建と続き、三十年には国子監と孔廟も改修されている。
さて、洪武帝が「西安遷都」を表明したという洪武二十四年八月は、この第三期にあたる。この時期は、まさに首























































るはずの永楽帝が、かえって皇太子による陝西 地図献上と遷都提案 顛末を『太祖実録』から抹殺したのは、その提案が兄皇太子、かつ建文帝の父でもある朱標によって強く主張されたものであったから はないか。少なくとも、
( )66









蘇州の人 錡（一四三三～九九）は、祝允明 序を有する『寓圃雑記』 中で、五代以来 北方民族の侵入により
- 70 -
「靖康の変」を招いたのは、形勢の地に都を置かなかったためであり、元を滅ぼした太祖朱元璋は即位当初、北方への遷都を考えていたが、中原の地は異民族の蹂躙で荒廃してい ため江南に鼎 定めたこと、北平は元の旧都で北方民族を制御できるがゆえに 朱棣（のちの永楽帝）を燕王に封じたこと、さら 永楽帝が北京巡狩を繰り返したのち遷都を断行したことを述べて、「燕に都するの志、太祖實にこれを啓き、太宗克くこれを成すなり」 締めくくった。
( )68








した国家体制を確立しようとしていたことがあらためて確認できたであろう。そもそもこ 南京＝京師体制のなかでこそ、北辺に配置され 晋王や燕王 軍事的役割が重要 って たの った ここに洪武帝亡き後の よる帝位簒奪劇が胚胎する理由もあった。こうした理解に立つとき、靖難の役とそ 後につづく北京遷都のもつ初期明朝史における歴史的意義、すなわち政治の中心と経済の重心を一致させた南京＝京師体制から両者を分離させる「北システム」への改変のもつ重要な意味が
明らかとなるであろう。北方民族の台頭により第二次南北分裂の時代を迎え
( )69




















































































































































































































































































































































②永楽七年（ 一四○九） の北京巡幸に先立ち、 この燕王府の宮殿を、 南京
宮ではなく、東側の大内宮城に置かれていた。と同様に奉天・ 華蓋・ 謹身の三殿、乾清・ 坤寧二宮の名称に改め行在所 ③永楽十四年にはこれを撤去し新たに紫禁
④永楽十五年五月



























の問題にとどまらず、そ 王府宮城の位置が永楽年間 おけ 北京営建過程の進行とも密接な関わりを持つことを明らかにした点である。ただ、従来の研究では、燕王府の宮
室が置かれた宮城部分の位置のみが取り上げられて、王府



























訖わる、圖に繪き以て進む。 その制、社稷・ 山川の二壇は王城南の右に在り。 王城四門、東は體仁と曰
燕府の營造、工い、 西は遵義と曰い、 南は端禮と曰い、 北は廣智と曰う。 樓・ 廊廡二百七十二間。 中は承運殿と曰い、 十一間 後は圓
- 87 -
殿と爲し、次は存心殿と曰い、 各おの九間。 承運殿の兩廡は左右二殿と爲す。 存心・ 承運の周迴兩廡より承運門に至るまで屋を ること（ 一） 百三十八間。 殿の後は前・ 中・ 後の三宮と爲す、 各おの九間、 宮門兩廂等室九十九間。 王城の外、
つく























































































































































































となっていたかも れない。とはいえ、この時点で元 故宮ではなくて、王府の宮室の看守と保護が命じられているのはやはり唐突である。趙耀が北平行省参政 在任し
ていたのは、洪武四年九月までであったと考えられる
。前に( )41






























































































































































































































































































































































































































とあり、かつて 近衛兵で警護されていた宮殿の階には人影も見えず、代わりに屯戍の 馬に跨ったま 元の蕭牆内に出入 する様子を詠った。屯戍の兵への言及はあるも
のの、工匠の存在については全く触れていない。燕王府に





























































































































































姜舜源は現在の故宮 武英殿東にある断虹橋を 大内の崇天門 周橋 あると主張し、元の大内の中軸線を現在 故宮の中軸線の西方一五○メートル前後に位置すると比定している
。また本来、三虹からなっていた周橋の両側二虹( )102



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 月 免除対象地域と内容 典拠
建文４年７月 北平・山東・河南で戦禍により耕種できなかった 太宗実録巻 上、同年同月壬午10
（ ） 者の差税３年免除（戦禍） 『皇明詔令』巻４、1402
建文４年 月 北平・山東・河南・鳳陽等戦乱により民力回復し 太宗実録巻 同年同月庚戌12 15
てない地方、歳辧物料の量免
建文４年 月 北平・山西・山東・河南・鳳陽等の戦禍を被った 太宗実録巻 同年同月癸丑12 15
府県の永楽元年の夏税農桑糸綿を免除
永楽元年５月 全国の荒蕪田土の佃種者がいないものの田租を 太宗実録巻 上 同年同月丁丑20
（ ） 免除1403
永楽２年４月 北京の順天・永平・保定三府の始終效順民戸の 太宗実録巻 同年同月乙酉30
税量免除 （ 万 余石）19 9700
永楽２年７月 北京の永平等府の州県民の課鈔を２年間免除 太宗実録巻 同年同月辛巳33
（飢饉）
永楽２年７月 北京の順天八府の州県の税糧を３年間免除 太宗実録巻 同年同月癸巳33
永楽２年８月 北京の永平等府の州県の民課鈔2000を免除 太宗実録巻 同年同月辛巳32
永楽３年正月 北京の順天・永平・保定三府の田税を２年間免除 太宗実録巻 同年同月庚申38
（戦禍）
永楽５年２月 北京の保定・真定二府の税糧 万 石、芻59万 太宗実録巻 同年同月甲寅3 2315 64
5672束を免除（水害）
永楽６年２月 北京の永楽６年以降３年間の諸色課程・門攤課程免 太宗実録巻 同年同月丁未76
除（水害） 『皇明詔令』巻５
永楽６年６月 北京所属の府県の不急の役務及び買辦の停止、移住 太宗実録巻 同年同月庚辰80
者の賦役三年免除、靖難の役功労者の存恤
永楽７年２月 山東済寧から北京良郷の間で遞運に効力した戸の 太宗実録巻 同年同月庚戌99
税糧を免除
永楽９年正月 北京の保定府・祈州の水災を被った田租の免除（水 太宗実録巻 同年同月己丑112
害）
永楽９年 月 北京の順天府・涿州・大興等州県の永楽８年の税糧 太宗実録巻 同年同月乙未12 122
２万 石・草 万 余束を免除7218 181 3000
永楽 年３月 北京所属の府県の税糧免除（水災） 太宗実録巻 同年同月甲辰10 126
永楽 年８月 北京所属の府県の糧・芻を２年間免除 太宗実録巻 同年同月丙午12 154
永楽 年９月 北京所属の府県の戸口食塩免除（水害） 太宗実録巻 同年同月戊申13 168
永楽 年９月 北京・山東・河南の水災を被った民の徭役免除 太宗実録巻 同年同月庚申13 168
永楽 年 月 北京の順天府の税糧免除（水害） 太宗実録巻 同年同月丙戌13 12 171
永楽 年６月 北京の順天府・覇州等州県の 年税糧 万 太宗実録巻 同年同月壬午17 16 10 4275 213
石を免除
永楽 年７月 北直隷・南直隷・山東・河南の水害を被った府県の 太宗実録巻 同年同月癸酉20 250
糧 万 石・馬芻38万1300余束を免除23 8340










































































































































































者の徭役免除期間などが問題 ていることから、彼ら その後も北京地域に定着しつつあっ ことが判る
。こ( )66
































































































































するが、荒廃 農地の耕作者を確保 ようとする点では共通している。この措置を採るにあたっては、農業復興を主張 行政系統の掌北平布政司事郭資と防衛を重視する軍政系統との掌北平都司袁容らのあいだで意見の対立が見られたが、帝が前者の意見を重視して決まっ 。
以上に述べてきた種々の戦後復興策を採用した結果、次第に成果も上 り始めた。永楽二年七月 戸部左侍郎古朴






















































































































































































































































































































































隆平侯張信と駙馬都尉・永春侯王寧を派遣して、世子高熾と第二子の郡王高煦を呼び寄せた。二人が三月二十四日に南京に到着する 、四月四日に世子高熾を皇太子に 高煦を漢王に、第三子高燧を趙王 それぞれ冊立している
。( )142




























































































































































































































































































































































































































































































































































から判断して 各地から徴発されたケースであろう 銭塘知県葉宗行 ように、浙江の工匠を率いて北京に赴く途次に不幸にして亡くなった例もある
。因みに、両種の北京に移された工匠が正式に大興・宛平二県の戸籍を与えられ( )236




































































































































欽天監 官３員 天文生 １５人
教坊司 奉鑾１員 韶舞１員 司楽１員 俳長・色長・楽工 若干
２ 扈従馬・歩軍の編成
在京 馬・歩軍 万人（馬軍 、歩軍 ）50,000 10,000 40,000
駕前軍（馬軍 、歩軍 ）5,000 5,000
五軍（馬軍 、歩軍 ）5,000 3,5000
毎軍（馬軍 、歩軍 ）都指揮・指揮・千百戸管領1,000 7,000
























戸 部 堂上官１員 北京等１２司官１３員、辦事官１０員 吏２４人
礼 部 堂上官２員 儀制等四司官７員、辦事官１０員 吏１２人
鑄印局官１員 吏１人 匠６人
兵 部 堂上官１員 武選等四司官７員、辦事官５員 吏１５人
刑 部 堂上官１員 浙江等十二司官１２員、辦事官５員 吏１２人
工 部 堂上官２員 営繕等四司官１０員、辦事官２０員 吏１５人
都察院 堂上官１員 浙江等十二道監察御史２４員、辦事官５員 吏２４人
通政司 堂上官２員 首領官１員、吏６人
大理寺 堂上官１員 左右寺官６員、吏１０人
太常寺 堂上官２員 首領官１員、吏２人 贊礼郎４員 協律郎１員
司楽１員 楽舞生２０人 厨子５０人
光禄寺 堂上官３員 首領官１員、署官１７員 辦事官６員 吏３人
厨子１０００人
鴻臚寺 堂上官４員 首領官１員、司賓署官１員 司儀署官１員
序班４員 鳴贊４員 通暁夷語者 若干
翰林院 内閣官３員 侍講・修撰・典籍等官６員 書制勅秀才８人
訳写四夷文字監生１３人
尚宝司 官２員




































































































































































































































そのため、第一次巡幸に際して「巡狩頌」を奉った滁州知州陳璉も、その頌の中で、洪武帝は三十年あまりの 位期間に「巡狩の礼」を講じる暇が無かったと述べてい ほどである。当時 人々の認識に照らし も、巡幸は明朝ではこれまで前例の無いものと考えられていた
。( )285
ここでは、南京から北京に向かう巡幸パレード期間と北京滞在期間とに分けて、帝の活動を整理しておくことにし













































第一次巡幸は、永楽帝が即位以来初めて北京への帰還 なるもので、靖難 役 協力した北京の官吏や軍民に対す
る大規模な賜鈔を行った。とくに、かつて北平城の防衛に加わった命婦（官吏の妻） ちや軍民の家の婦女たちに対し、綵幣や綿布を賞賜した は、前述したように故徐皇后 遺言に従ったものである
。賜鈔は、永楽五年以来の営( )298






























































































































金糸楠木三二本が用いられ、最大 ものは、高さ一四・三メートル、直径一・一七メートルに達する。永楽十八年に完成する紫禁城奉天殿の大木も れとほぼ同じものが用 られ とされ いる。また明十三陵の大宮門 過ぎ 御道の東西に石人石馬などが配 るよう なるのは、宣徳十年のことである。こ 年の十月に、長 神功聖徳碑 建てられ、長陵は最終的に完成する
。( )328


































































































































































































































































































































































































































































































ことを踏まえれば、王翺にこうした厚遇を与えたのは、永楽帝が南人に対抗して北人の獲得に意を注いでい というより、江西人の尹直がす に指摘しているように、北京で最初 実施することができた会試で、お膝元 旧北平布政司管轄下から経魁（五経の首席合格者）が出 ことに喜んだ であろう
。来るべき首都北京の文運隆盛を十分に期( )413









































































































































































































































































































































































































































































































































靖難の役でもしばしば軍功を挙げたが、のちに世子の側で北平防衛を担当し、中軍都督僉事 昇任し泰寧侯に封じられた。すでに述べたように、永楽十五年 繕工の印を給されて正式に紫禁城工事の統括を命じ ことになるが、実際には永楽初めから北京にあっ 営繕工事 携わっていた。彼の計画立案は筋道立っており、帝に褒奨されたという
。陳珪は、紫禁城の完成を見ることなく、十七年四月に八五歳で死去した。齢八○を超えて繕工のポストに就任( )476

















































































































































































































































































































































































督府の帳簿や文書は、後軍都督府の管轄に移され、そ 官印 、礼部に送っ 銷燬した。夜巡銅牌
と門禁鎖鑰は、( )545
- 231 -




























































































































































を受ける旨の詔の写しを受け取 と、翌日「今、皇帝は に定都す。禮として當 進賀すべし」と述べて、献上する馬一○匹を用意するよう指示 た
。( )570
しかしながら、この時点では、紫禁城内の宮殿は出来上がったとはいうものの、前述したように中央の諸官庁が新





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































翰林院録其優者、俾入學以俟後科 給以教諭之俸。是時會試有副榜、大抵署教官 故令入監者 亦食其禄也
」 。
- 281 -
指揮使司は洪武 五 以後に北平 都司となり、永楽元年に大寧都指揮使司に改められたとしているのは
『明 、






























































































































































































































































































































































































































































「命行在都察院左副都御史李慶兼督營造。先命成山 王通 興 、
( )477
























































































































































































































































































































































































































































































『明太宗実録』巻二三 、永楽十八年十二月壬戌 条によ こ 時に北京の夜巡銅牌が新たに改鑄された。
( )545
『明太宗実録』巻二三 、永楽十八年十二月壬戌 条により 北京牧馬千戸所の牧馬千戸所への 合 実現して
( )546



















































































































































































































































































一つ、在京文武衙門、凡そ内外軍機及び王府切要の事務有らば、悉く 請處分す。 の各處の聲息 啓報する有らば、即ちに官軍を調遣して勦捕せしめ、仍りて人をして馳せて行在所に せしむ。その皇城四門・各城門の守衞圍宿は 常時 比 てみな須らく官軍を増撥し、仍りて毎日軍馬を操閲すべし。 令旨を奉じると稱て官軍を調遣し及び事務を處分するが如きは、所司仍りて須らく覆啓施行すべし
。( )11
第一項では、皇太子による通常の朝政のスタイルが定めら て 。朝政は午門の左門で われ、左右侍衛や在京各
- 309 -





































































































































































































































務、悉奏請處分。其有各處啓報聲息、即調遣官軍勦捕、仍遣人馳奏行在所。其皇城四門各城門守衞圍宿、比常時皆須増撥官軍、仍毎日操閲軍馬 如各衙門稱奉令旨、調遣官軍及處分事務 所司仍須覆啓施行。」『明太宗実録』巻九一、永楽七年閏四月戊申、「勅吏部尚書兼詹事府詹 蹇義・兵部尚書兼詹事府詹事金忠・右
( )12





















































聰敏、日誦萬言、里中稱神童。（中略）永樂 年、 宗皇帝初巡狩北京、皇太子監國南京。上命禮部定留守事宜。震奏云、「凡四方郡邑 常事者、悉從皇太子處分。奏本于南京六科收貯 俟回鑾日、六科通奏 」制可。十一年十四年、震再奏留守事宜、命如前制。震 行中外百司遵守。
十七年、上在北京、因事索奏本、扈從給事中言、本留南
京。上偶忘 所 曰、「奏本曷不詣 在。」遂問
震曰、「豈禮部別有議擬耶。」 畏罪及對曰、「無之。




















































































































に呉晗氏や檀上寛氏らの研究によって明 かにされているように 洪武帝による南京の選択も様々な制約の所産であり、帝自身も再三北方への遷都を企図し いた
。洪武二十四年には、陝西派遣から戻った皇太子が陝西の地図を献( )10
上し西安を遷都の候補地として提案したことも 。とはいえ、か 洪武帝でさえもが遷都を実現できずに世を去り、すでに建国後三十年あまりを経過した時点では、南京＝京師体制 そが動かし難い祖法と化していたのである。このため永楽帝の巡幸中には、皇太子、 ちの洪煕帝を南京に残さざるをえなかった。これは単な シンボルとして意味にとどまらず、「監国」の名のもとに皇太子が帝 代わ て政務 担当し
。とりわけ永楽八年と十二年のモ( )11






































































筆記の誤りと処理することができる。しかし 単なる誤りとみるの はなく、筆記の著者の認識が「正史」たる実録の認識が定着する以前の、何ら の歴史的状況を反映してい 見 ことも可能であろう。それでは、当時の首都をめぐる如何なる歴史的状況がここに反映しているであろうか。言い換えれば 「 史」として 実録と「野史」たる筆記との間にみられるかかる記述の差異は、当時の首都北京の地位をめぐる動揺 実態を考えるうえで一つ 手がかりを与えてくれるであろう。
以上に述べた遷都後の第二次北京＝行在期に示される首都
北京の地位をめぐる動揺は、直接には永楽帝のあとを継





































































































































































































科道官の多くも同様に、軽々しく南京から北京に遷都すべきではなかったと主張していた。これらに対し、帝が遷都の決定に際しては重臣らと十分に論議すること数ヶ月ののちに実行したではないかとあらためて指摘すると、今度は相談に預かった重臣を弾劾する始末であった。結局 帝は重臣と科道官とに対し、午門の前に跪い 論争 ようを命じた。
論争は、正午近くまで続 ても決着しなかった。午門楼に出向いた帝が宦官を密かに遣わしその様子を見に行かせ



















































































































































































て諮問していた。夏原吉らは兵民の休養を第一として親征に反対し、辺将による防備を固めるにとどめることを事前に示し合わせ 正式な返答 なされ 前に、帝が
またま兵部尚書方賓を召して尋ねたところ、方賓は軍事費












































































































































































































かる南京還都の動きは南人勢力の巻き返しであり、還都の頓挫はその巻き返しの失敗と見なすこともできる。確かに、北京遷都の不都合を指摘した官僚のほとんどは いわゆる「南人」であった。しかしこれは、数世紀にわたる南北分裂の時代をへてはじめて 人による統一を実現した初期明王朝が、当初「 人」による政権として出発せざるをえなかったことからす 当然の帰結であったろう。むしろ、か
かる南人政権から如何にして統一国家的視点が提起され北










































































































































事高公望、翰林院庶吉士楊復等並言時政 上披覧、皆嘉納之 」。李時勉『古廉文集』巻一二、附 には、翰林院編脩となり門生の関係にあった彭琉の手に る李時勉 行状が収
( )31

























明末の早い段階で編纂された経世文類の一つである張瀚撰『皇明疏議輯略』巻六をはじめ、いずれも「都」の字がなく、『明史』が何に基づいたのかを明らかにできなかった。『皇明経世文編』巻二一、鄒緝「奉 殿災疏」 「今天意如此、災變已極。不宜復有所造作 以重勞其民。當還
( )37





















































































倉糧を支給し賑恤したことを載せている。ほかに、『 史 一四九 蹇義伝や『国朝列卿紀』巻六二、工部尚書行実、金純伝。柯暹については、『掖垣人鑑 五。何忠については、
『国朝献徴録』巻九七、「政平州知州何忠伝」。鄭惟桓
( )56


































































































ともに 「合行事宜」や喪礼の議 参画したことは、同書巻一上 永楽二十二年八月丁未の条に見える。
『明宣宗実録』巻一、「洪煕元年春、南京屡奏地震。仁宗皇帝諭廷臣曰、南京國家根本之地、災異如此。天戒可
( )76









宜民、當守而勿失。且如南京龍蟠虎踞 氣旺地靈 水陸交通、四方輻輳之地。我太祖高皇帝定鼎于此、良有以也。伏願、終喪之後、上順天心 下慰人望、蘇南方轉輸之勞
省北地供給之費。仍置留守于北京、以備時巡、則祖宗帝
･伝が、 「 仁宗即位、 召爲行在禮































































































































の閣務を掌ったのは、のちの「三楊」の一人で 皇太子時代の洗馬（教育係）を勤めた翰林院学士楊溥であった。彼は閣印を授けられるにあたり、帝から「朕が 卿等を左右に用いるのは、学問に裨益させるのみに どまらない。広く民事を知り、理道の助けとし いからである。卿等もし建白するところがあれば、こ 印で封識して進呈せよ」
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命じられている。単なる学問の顧問のみならず儒者を政治的ブレーンとして重用しようとしたものであった。一方、宣徳帝は、即位早々楊溥から出された閣印返納の申し出 そのまま認めて弘文閣を廃止し、彼を内閣に入れ楊士奇とともに機務にあたらせ、王進ら四人は本来のポストである翰林院に所属させた。洪煕帝の文官を優遇する政治姿勢を内外に明らかにするものであった弘文閣 、わずか半年あまりで閉鎖されたわけで、この点からみても二人の 的手法は明らかに異なっていた。
本章で取り上げようとする首都をめぐる選択もその一つである。前章
において、いわゆる北京遷都直後の永楽十( )6
九年四月三殿焼失以来、洪煕 の時代にいたる政治過程（一四二一～二五）は、遷都断行に対する反動から南京還都にむけて収斂する一連の動きとしてとらえ れることを明らかにした。またこの時期の首都北京の地位の 揺という政治的文脈の中で初めて、その後永楽末年に るまで執拗に繰り返されるモンゴル親征や、帝 死後洪煕帝によって行われた北京行在化の意味も読み解くことができることを指摘した。
しかしこうした洪煕帝の在位期間において特に明瞭に看取できた還都の動きは、その後宣徳帝の時代を迎えると頓
挫し、北京をめぐる動揺すら雲散霧消したか ような印象を与え 。父洪煕帝の突然の死去によりその跡を嗣いだ宣徳帝は、北京に居座り続け、なんら正式の表明もないまま 先帝の還都の決定 反故にする一方で、北京 整備 進めた。その工事も次の正統帝の時代にほぼ完了し 正統六年（一四四一）十一月をもって北京「定都」
が実現し、( )7

















































































































北京漕運額の推移（永楽 ～宣徳 年）表－３ 7 10
年 次 北京漕運額 備 考
永樂 年 石 第 次北京巡幸 月～ 年 月7 1,836,852 1 3 8 11
年 石 第 次モンゴル親征 月～ 月8 2,015,165 1 2 6
年 石9 2,255,543
年 石10 2,487,188
年 石 第 次北京巡幸 月～ 年 月11 2,421,907 2 4 14 10
年 石 第 次モンゴル親征 月～ 月12 2,428,535 2 3 8
年 石13 6,462,990
年 石14 2,813,463




年 石 正月 北京、京師となる19 3,543,194
年 石 第 次モンゴル親征 月～ 月20 3,251,723 3 3 9
年 石 第 次モンゴル親征 月～ 月21 2,573,583 4 7 11
年 石 第 次モンゴル親征 月～ 月22 2,573,583 5 4 7
洪煕元年 石 月 北京、行在の地位にもどる2,309,150 3
宣徳元年 石2,398,997
年 石2 3,683,436








注記 永樂７～ 年までの 年間の平均 約 石22 16 2,942,000
洪煕元～宣徳 年までの 年間の平均 約 石10 11 4,835,000




































































































































































































































































































































































































































































































































続き宣徳三年まで存続していたのではなく、北京遷都の時点で一旦廃止され、洪煕元 の南京還都の決定により復活してその当時（宣徳三年）に至っていた事実である。つま 、『仁宗実録』では明記されていた洪煕帝 南京還都の決定という事実が、正統年間に編纂された『宣宗実録』で
は隠蔽されているのである。ここからも、本章の冒頭で述














































































帝の親征を模し もの あった。まさに永楽帝の継承者として自己の存在を内外に宣言することであり、このキャンペーンも、北京定都の選択と密接不可分な関係にあった である。その後も 宣徳帝はしばしば郊外 の閲武を繰り返している。また宣徳五年、一度で終わったとはいえ、永楽二十年以来久しぶりに再開された鄭和の南海諸国への派遣も、その路線の延長上にあっ
。( )133
洪煕の短い治世が永楽晩年に吹きだした諸矛盾 調整を図ることから、さらに南京還都という重大な路線の変更に
足を踏み出そうと た に対し、再び北京に首都を定位する歩みを始めた宣徳時代は、永樂時代の延長上にあった。物流面での漕運制度や京営が確立 首 北京の実績が定着しつつあった も、まさにこの時代であった
。西内( )134











































































































































































足自贍。此豈能無嗟怨。宜如洪武中例 月給一石。」慶曰 如此、恐百姓餽運、不勝其勞。（下略）」遂召戸部尚書郭資諭曰、「往年百官・軍士初扈從來 米五斗可
贍。今都于此、此曹多有家屬矣。五斗不足以贍。江南運
輸固艱難、然京師百 ・軍士艱難又甚。往往守義者困于饑寒。玩法者恣無忌憚。卿國之大臣、獨不爲遠慮哉。朕于文武官及軍士月米、悉欲加給五斗。數年京倉儲積、皆卿所掌、不乏用否。」資對曰 「不乏。」遂命増給。」『明仁宗実録』巻二下 永楽二十二 九月壬辰 「平江伯陳瑄上言七事 一 重國本、南北二京、實乃國家根本、
( )18
不可不爲深遠鞏固之謀。今明詔不頒、軍民忻忻鼓舞 咸起回鑾之望、乞留聖意、任將益兵 以嚴守備 爲國家萬年之計（下略）。上覧奏以付翰林臣曰、瑄言皆當、令所司速行。又曰 大臣能用心如此、亦難。遂降敕奨諭 敕曰、（中略）。敕下。左右或言、瑄亦常談 無足煩寵褒者 上
曰、武臣能言及此、難得。且今皆懼言出得罪。所當奨掖
以導之。古人尚買死馬骨、吾此擧、豈不遠過之哉。」陳瑄が漕運を監督したことについては『明太宗実録』の以下の条に見える。 一七 、永楽十四年正月戊午 巻
( )19




































『漢学研究』二－二、一九八四 を參照。徐論文は、明代の史料にお てすらすでに始まっていた北京行部の機構と職掌に関する誤解を詳細に明らかにしている。『明太宗実録』巻二一四、永樂十七年七月辛亥 「有司請以平江伯陳瑄所統運糧軍士、明年倶赴北京營造、歳用
( )28


























































干條、析爲二本 其一歴言朝政得失利害。其一専於責難陳善 具言、此本乞留中、勿使外知、前本宜付所司、衆議行之。二本既進、即焚 稿。仁宗皇帝見所言峻直怒甚 中官從而擠之。次早臨朝震怒 命將軍以所執金瓜撲之。瓜及體者十七八、脇肋已斷其二。意其必死矣。命曳出。及視之、神色不動、猶能言。時侍講羅汝敬亦嘗言事。上罷朝、諭吏部曰、李時勉・羅汝敬倶有才幹 在翰林院間了、其改
爲監察御史。李時勉交趾道、羅汝敬雲南道、倶令掌道、
















其成於後、雖當改者、猶且 忍於三年、未可改者、不宜速更於三月。矧天下之民、仰望太平、如渇者之欲飮、饑者之待哺、正宜與之休息 可也 今又重勞民力、疲罷何堪。
聞内官催木、疾如風火、郡縣被其折辱、小民被其捶楚、
邇










































崧『 槎翁文集』 巻七、 「 按察司官朝会題名記」 。























































邊防、皇上回鑾南京、則深慰軍民之望。」『明宣宗実録』巻八、洪煕元年八月癸未 「行在欽天監天文生李宗善言 有母居南京、年老無丁男侍奉 乞躬往
( )66



































































































































































士議。於是英國公張輔・吏部尚書蹇義等言 北京既有五府・六部大小衙門 其行 ・ 宜革。上從之 」註（
27）前掲の徐泓論文。
( )113























































































ができる。「洪煕元年春、南京屡奏地震。仁宗皇帝諭廷臣曰 「南京國家根本之 、災異如此、天戒可畏。朕當亟往、但皇考新覆山陵、何忍遽違。」群臣或請 命親王及重
臣往守者。仁宗曰「非皇太子不可。太子仁徳威望、足以































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13 孔子廟 30 国子監
14 都城隍廟 31 貢院
15 西宮 32 順天府学
16 皇太孫宮 33 京衛武学
17 十王府 34 鼓楼
18 太液池 35 鐘楼
19 万歳山 36 慶寿寺
20 刑部 37 朝天宮
21 都察院 38 霊済宮
22 大理寺 39 智化寺
23 中城兵馬司 40 順天府署
24 東城兵馬司 41 大興県署
25 南城兵馬司 42 宛平県署
26 西城兵馬司 43 光禄寺
27 北城兵馬司 44 太僕寺



























始まる一ヶ月前の七月にも、国子監助教李継 上奏 、宮殿や中央官庁が次々と新築される一方で、国子監のみ代の建物のままで手狭であるとして別の場所へ 改築を願い出たことがあった。帝は、国子監のことは朝廷が処置するとして、李 上奏に些か不快感を示したも の こ
の時はすでに改築をめぐる検討が始まっていた
。なお、科挙( )186






































































































































年近い歳月が経過し 北京は首都と ての実質を十分に備えつつあり、明朝は北京を軸 回転し始 いた。
また本章で明らかにしたように宮殿や城壁の建設工事に多くの軍隊を動員する体制ができ上がったのも、宣徳・正















































































料等件、并營造物料、悉皆停罷。軍夫・匠役人等當放者、即放回。其差去内外官員人等 即便回京、不許托故稽遲。其沿河一帯運來 植 於所至去處堆積苫蓋。畢日軍夫放遣寧家、官員回京。違者重罪不恕
」 。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































王が皇太后の命により午門において南面し、于謙 もとで首都防衛体制が整っていく十月初までの動きから判断すると、オイラート軍が紫荊関より入関した時点で、朝廷内が動揺し講和を主張する議論が出てきた は事実であろうが、実録にはない 国榷』の徐珵の記事は、信憑性に欠け、彼の南遷の議は八月 一度出されただけと判断される。また朝廷内が南遷の議をめぐって揺 動いたと
いうのも、必ずしも正確ではない。確かに、当時北京
























































































































































































































No. 氏　名 合 格 年 次 原　　籍 移住先 官　　職 主な史料
1 劉　清 1403(宣徳5)年 宛平 刑部右侍郎 掖垣人鑑巻8
2 宋　雍 1433(宣徳8)年 福建 宛平 給事中 陔餘叢考巻29光緒順天府志巻115
3 劉　懐 1442(正統7)年 大興
4 彭　広 1448(正統13)年 江西吉安府安福県 宛平 刑部員外郎 乾隆吉安府志巻42
5 王　譲 1448(正統13)年 南直隷常州府武進県 宛平 湖広左参政 襄穀文集巻13
6 周　騤 1448(正統13)年 南直隷松江府華亭県 大興 光祿寺少卿 光緒順天府志巻ll5
7 黄　重 1451(景泰2)年 江西吉安府吉水県 宛平 工部郎中 乾隆吉安府志巻25
8 鄭　瑞 1454(景泰5)年 浙江衢州府西安県 大興 工科給事中 掖垣人鑑巻9
9 陳　儼 1454(景泰5)年 江西吉安府盧陵県 宛平 南京刑部右侍郎 乾隆吉安府志巻40
10 左　賢 1457(天順元)年 江西建昌府南城県 宛平 河南右参議 襄穀文集巻14
11 章　鎰 1466(成化2)年 浙江寧波府鄞県 大興 兵科都給事中
12 陳以忠 1472(成化8)年 南直隷常州府無錫県 宛平 光州知州 顧端文公集巻17
13 朱仲炘 1472(成化8)年 浙江處州府遂昌県 大興 太僕寺丞 雍正處州府志巻11
14 鄭仁憲 1478(成化14)年 浙江紹興府会稽県 大興
15 鄭惟恒 1478(成化14)年 浙江衢州府常山県 大興
16 王定安 1481(成化17)年 福建福州府懐安県 大興 戸部郎中
17 費　鎧 1484(成化20)年 浙江寧波府慈谿県 大興 寺丞 天啓慈谿県志巻6
18 何　俊 1496(弘治9)年 浙江金華府蘭谿県 大興 山西参議 康煕金華府志巻18
19 王　禾 1496(弘治9)年 南直隷常州府武進県 宛平
20 朱　良 1499(弘治12)年 江西臨江府新淦県 宛平
21 費　淵 1529(嘉靖8)年 浙江寧波府慈谿県 大興 太僕寺少卿 光緒順天府志巻115
22 徐九皐 1529(嘉靖8)年 浙江紹興府餘姚県 大興
23 費　標 1571(隆慶5)年 浙江寧波府慈谿県 大興 同知 光緒順天府志巻115
〈南京〉
1 宋　拯 1415(永楽13年) 江寧
2 羅　淮 1454(景泰5)年 江西吉安府吉水県 江寧














































































































































































というのは、廂長の役に含まれるもう一つの役割である廂内 行政管理的徭役の担当それ自体が、移住者を廂長として行政機構 最末端に位置づけるこ になったからである
。そしてその結果として、移住者の地域における統括者( )42










































































































































































































































































地域 富戸銀額 年　　代 合格者数
浙江布政使司 1044両 1430～1440 2名
江西布政使司 969両 1441～1450 4名
湖広布政使司 398両 1451～1460 4名
福建布政使司 ○ 1461～1470 1名
四川布政使司 64両 1471～1480 4名
広東布政使司 ○ 1481～1490 2名
広西布政使司 ○ 1491～150O 3名
陝西布政使司 ○ 1501～1510 ―
河南布政使司 ○ 1511～1520 ―
直 隷 蘇 州 府 ○ 1521～1530 2名
直 隷 松 江 府 45両 1531～1580 1名
直 隷 常 州 府 ○
直 隷 鎮 江 府 30両
直 隷 揚 州 府 100両
直 隷 淮 安 府 ○
直 隷 盧 州 府 98両
直 隷 太 平 府 78両
直 隷 寧 国 府 46両
直 隷 安 慶 府 48両
直 隷 徽 州 府 39両














































































































































































































































































































































































































































































と考えられる。こうした差異が何に起因する のであるかについて現在のと ろ明らかに えない。がしかし 中央政府の方針
( )36






































































































































































































































































































































































































































































































































































































明洪武元年八月、大將軍徐達は指揮張十二年に至り、太宗を封じて燕王と爲す、 工部 命じて の皇城舊基に府を建てしむ。 そ 、 山川二壇は王城南の右
ママ























年に朱棣を燕王に封じ王府を建造したとする点は、 繋年に誤りがある。 前稿で考察を加えたように燕王府の建設は、 洪武五年末から始まり、 洪武十二年十一月には完成し、 翌年の北平へ の就藩が実現しているからである
。( )20
さらに問題なのは、「 元の皇城舊基」 に燕王府を建てたという点である。 ここにいう皇城とは、 当然のことながら、引用史料


























































































































































































萬壽宮災す。上は暫く玉煕宮に御す。萬壽宮は西苑にあり、もと成祖文皇帝の舊宮なり。壬寅宮即ちにここに移り御し、復た大内に居せず。 この夜火作 、禁衞皆救うに及ばず、 乘輿服御および先世寶物ことごとく燬つ。 上は乃ち禮部に諭 て曰く、 「 朕
皇祖の初宮に御すること二十餘祀、 大變に恩を蒙むり、 久しく玄事に安んず。
ここに洪庇を荷ない、 益ます眷祐に感ず。 （ 下略） 」 と
。( )46
とある。ここでは、四十年十一月に火災を被った西苑の万寿宮（そ 前身は仁寿宮）は、もともと永楽帝の旧宮であ


























































小論で明らかにしたように、西苑の再開発が盛ん 行われた嘉靖年間 西苑に居を移した嘉靖 やそこ 当直した




















































訖工、 繪圖以進。 其制、 社稷・ 山川二壇在王城南之右。 王城四門、 東曰體仁、 西曰遵義、 南曰端禮、 北曰廣























































































































今之西苑、開朝門於前。元人重佛、朝門外有大慈恩寺 即今之射所、東爲灰廠 中有夾道 故皇牆西南一角獨缺。太宗登極後、即故宮建奉天殿、以備巡幸受朝。至十五年改建皇城於東、去舊宮可一里許。悉如金陵之制、而弘敞過之
」 。
拆燬を洪
同じく孫承澤の康煕十年刊 天府広記』巻五、宮殿にも、同様な記事を附載してい が 元の旧宮殿
( )14





































































































































































































































































闈之變、 上即移御於此、 不復居大内。 是夜火作、 禁衞皆不及救、 乘輿服御及先世寶物盡燬。 上乃諭禮




































































































20年３月21日 モンゴル親征(3) 皇太子監国（→９月８日 北京帰還）
乾清宮火災閏12月25日
21年７月22日 李時勉釈放 復官
24日 モンゴル親征(4) 皇太子監国（→11月７日 北京帰還）
22年４月４日 モンゴル親征(5)
７月18日 永楽帝、親征の帰途病死














































12年３月17日 モンゴル親征(2) 皇太孫随征（→８月１日 北京帰還）
















































れらの作業のうえに、政治はもちろん経済・社会の全般にわた システムの変更を引き起こした北京遷都の歴史的意義を、初期明朝政権の確立過程のみならず、元 明の連続性、ひいては中国近世史の展開というような垂直軸と、東アジア世界の展開や諸民族の動向というような水平軸の交差する中に位置付け ことである。
上記の課題設定に続いて、考察に用いる実録や正史・野史・地方志・文集など、それぞれのレヴェルの史料の性格





















































































ち、税役免除や耕牛・交鈔の賜給など各種 賑恤政策の検討から、永楽五年ごろ で戦後復興政策がほぼ一段落したことを指摘した。また戦時下体制で肥大化していた軍隊を養う軍餉不足を補うために取 れた開中法による北平各倉への米穀納入や罪囚者による輸米贖罪を取り上げた。さら
に田土の荒廃を回復するために行われた北平への移民政策









南京と同様な太社太稷に改変すべきか 検討 帝が早々と命じ のは、両京体制創始後 次のステップとなる北京巡幸に対する帝の強い意志がその背景にあった。両 体制に
おいては、早い段階から巡幸はすでにそのプログラムに入





































この時期に巡幸の決定が行われたのは、前月四日に徐皇后の一周忌を終えたことが関係している。徐皇后の生前からすでに話題に上っていた巡幸の実現が、徐皇后の死により一周忌を迎えるまで先延ばしになっ た 第一次巡幸における重要な活動とし 、山陵「天寿山」の造営に着手したことがある。五年七月に徐皇后が死去すると、自らも葬られることになる山陵の地をどこに選定するかが焦眉の課
題となった。帝自身は早い段階から北京への遷都を構想し












まった北京巡幸が単なる「巡狩」にとどまらないことを印象づ た。皇城牆の建設整備については、実録には明確な記事が残されていないが、この時期に集中して現 る 関係の記事を検討するこ によ 、十二年ごろまで 城牆の整備 ほぼ終了して たことを推定し 。
第二次巡幸中の十三年三月に実施された永楽乙未科の科挙は、明朝が北京で挙行した最初の会試と殿試となった。
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字が加えられ、北京行部と北京行後軍都督府も復活した。四月四日には、洪煕帝は遷都以来荒廃の目立ち始めていた南京皇城の修理を命じた。その翌日に南京太監王景弘に対し明年春と南京帰還の具体的時期が示された。しかしそれから数日の十一日、帝の容体が急変して翌日、帝は急逝した。その死は、 還都 公式決定からわずか四○日あまりで、遺詔の中にも還都のこと 明言され いた。
「洪煕から宣徳へ」では、洪煕帝の南京還都の決定が、あとを嗣いだ宣徳帝のもとで反故にされ、あらため
第六章


















































































































ちょうど黄河と長江の間を流れる淮河によって、地理的に北と南に分けることができる。年降水量一○○○ミリメートルを境に、これを下まわる淮河以 は粟や小麦を中心と た旱地農法地帯であり、これを上まわる淮河以南は水稲を中心とした稲作地帯が広がる。この地理的差異 ほかに前述し 近世以来の歴史的要因 加わって、南北分裂 政局が再現してい 。
かくして北方民族の台頭によって分裂の時代を迎えた中国社会 軍事力にまさる「北」と生産力の「南」という



















新たに都を建設するには多大の困難を伴った。洪武帝政権は、さまざま制約から中都建設を中途で断念し、洪武十一年に南京を正式に首都と定めて以降、南京＝京師体制にあら めて回帰 ていった。こ 南京＝京師体制が十全に機能するためには、北辺への軍事力の配備は不可欠であり、 め晋王や燕王を始 とする諸王の軍事的役割 重要となってき のであった。ここに洪武帝亡き後の燕王による帝位簒奪劇が胚胎する理由があっ
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靖難の役で勝利した永楽帝が進めようとした北京遷都は、かつて燕王府が置かれていた北京を中心にして、洪武帝








辺に近接する政治的中心とを結合させるべく試みられた宣徳年間以降 漕運の整備を始めとす 財政システム 確立は、銀の流通など内部経済における発展の契機をもたすことになった。
洪武帝政権が打ち立てた南京＝京師体制は、政治の中心と
経済の重心との一致を特徴としていたのに対し、永楽遷
都以後に出来上がった物流や財政などの「北京システム」 、両者 分離を前提にしていた。南北分裂を実質的 統一した明朝政権が 洪武・建文朝の過渡期をへて、永楽年
間に自ら選択したこのシステム
は、宣徳から正統年間にか
けて整備され、国家と社会 乖離を特徴とする中国近世 枠組み ここに完成した。こ から約二○○年後の一六四四年に、中国東北部で抬頭した満洲族 長城を越えて
中華本土に進出する。入関以前に満洲族・モンゴル族・漢
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